
　
遠
山
椿
吉
は
安
政
４
年
、
山
野
辺
村
の
遠

山
元
長（
げ
ん
ち
ょ
う
）の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
生
家
は
医
師
で
あ
っ
た
父
の
名
か

ら「
ゲ
ン
チ
ョ
ウ
サ
マ
」と
呼
ば
れ
、
椿
吉
の
兄

弟
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
代
々
医
者
の
家
で

し
た
。
遠
山
家
は
家
塾（
寺
子
屋
）
を
開
い

て
い
た
た
め
、
椿
吉
も
幼
い
頃
か
ら
漢
籍
を
学

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
17
歳
の
時
、
山
形

県
病
院（
済
生
館
の
前
身
）で
海
瀬
敏
行
院
長

か
ら
英
学
と
医
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
医
学
へ

の
道
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
や
が
て
上
京
し
て
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
明

治
16
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
医
師

と
な
っ
て
帰
郷
し
た
椿
吉
は
、
山
形
県
立
病

院
済
生
館
医
兼
医
学
寮
長
と
な
り
、
医
療
と

医
学
生
の
養
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
明
治
21
年
、
再
び
上
京
し
た
椿
吉
は
東
京

医
科
大
学
撰
科
を
経
て
帝
国
医
科
大
学
で
、

衛
生
学
と
黴
菌
学（
ば
い
き
ん
が
く
）の
研
究

に
打
ち
込
み
ま
す
。
明
治
24
年
に
は
、「
東
京

顕
微
鏡
院（
設
立
当
初
は
東
京

顕
微
鏡
検
査
所
）」を
設
立
し
、

医
療
技
術
者
の
養
成
、
医
学

検
査
、
予
防
医
療
の
実
践
普

及
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
東
京
市
衛

生
試
験
所
の
初
代
所
長
と
な
り
、
衛
生
行
政

に
大
き
な
足
跡
を
残
す
な
ど
、
昭
和
３
年
、

71
歳
で
他
界
す
る
ま
で
、
公
衆
衛
生
の
発
展
に

寄
与
し
た
の
で
す
。

　
東
京
顕
微
鏡
院
の
百
二
十
周
年
を
機
に
、

山
辺
町
の
子
ど
も
達
が
夏
休
み「
子
ど
も
研

究
者
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」に
招
待
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
毎
年
の
受
講
が
3
年
目
を
迎

え
た
平
成
27
年
、
山
辺
町
で
は
初
め
て
町
主

催
で「
や
ま
の
べ
教
育
の
日
、
東
京
顕
微
鏡

院
理
科
実
験
出
前
講
座
」を
実
施
。
講
師
に

は「
東
京
顕
微
鏡
院
　

食
と
環
境
の
科
学
セ
ン

タ
ー
」か
ら
6
名
を
招
き
、
新
築
ま
も
な
い
山

辺
中
学
校
の
理
科
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し

た
。
町
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
34
名
が
顕
微

鏡
に
よ
る
微
生
物
の
観
察
な
ど
、
身
近
な
世
界

を
テ
ー
マ
に
実
験
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
山
辺
町
で
は
遠
山
椿
吉
に
由
来
し
た

交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

16
歳
で
医
学
の
道
を
志
し
た
、

わ
が
国
の
細
菌
学
界
の
草
分
け

「
東
京
顕
微
鏡
院
」と
、

山
辺
町
の
子
ど
も
達
と
の
交
流

❶❷山辺中学校で行われた「東京顕微鏡院理科実験出前講座」❸椿吉
は華道や朝顔作りなどの多彩な趣味を持っていました。❹❺明治29年当時
の東京顕微鏡院と実験室。❻こころとからだの元氣プラザ（東京都千代田
区飯田橋）※東京顕微鏡院の医療部門をルーツとする医療法人。❼東京
顕微鏡院 食と環境の科学センター 豊海研究所（東京都中央区豊海町）
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国
際
司
法
官
の
安
達
峰
一
郎
に
と
って
同
郷

の
衛
生
学
者
、
医
学
博
士
遠
山
椿
吉
は
12
歳

年
上
の
先
輩
で
し
た
。
家
も
近
く
、
高
楯
の

安
達
は
遠
山
の
弟
・
彌
十
と
は
同
級
生
で
、

毎
日
大
手
町
の
遠
山
の
家
に
彌
十
を
迎
え
に

行
き
学
校
に
一
緒
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
椿
吉

の
弟
と
竹
馬
の
友
だ
っ
た
峰
一
郎
は
、
椿
吉
が

設
立
し
た
東
京
顕
微
鏡
院
の
創
立
25
年
周
年

兼
改
築
落
成
記
念
祝
賀
会（
大
正
５
年
）で

心
温
ま
る
祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　「…

我
が
敬
愛
す
る
遠
山
博
士
は
、
我
と

同
郷
の
方
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
其
先
躍
の
最
も

偉
大
な
る
も
の
の
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。…

（
原

文
の
ま
ま
）」
祝
辞
の
冒
頭
、
椿
吉
を
紹
介
す

る
行
で
、
峰
一
郎
は
椿
吉
を
同
郷
の
偉
大
な

人
物
の
一
人
で
あ
る
と
誇
ら
し
気
に
語
り
、
椿

吉
を
博
士
と
し
て
子
供
心
に
尊
敬
し
な
が
ら
、

そ
の
後
何
十
年
も
遠
山
の
消
息
を
追
っ
て
い
た

心
情
を
も
語
って
い
ま
す
。
そ
し
て
、
峰
一
郎

は
当
時
自
分
が
メ
キ
シ
コ
特
命
全
権
公
使
で
、

顕
微
鏡
学
に
関
係
が
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
参

列
し
た
理
由
を
３
つ
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
1
つ
目
に
、
東
京
顕
微
鏡
院
の
設
立
が
、

故
郷
山
辺
町
に
と
って
も
誇
り
で
尊
敬
に
値
す

る
こ
と
。
２
つ
目
に
、
民
間
の
研
究
所
と
し
て

設
備
を
整
備
し
、
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
３
つ
目
に
、
自
分
の
肝

臓
障
害
が
顕
微
鏡
に
よ
り
特
定
さ
れ
、
顕
微

鏡
研
究
の
お
か
げ
で
療
法
を
発
見
し
快
方
に

向
か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
を
述
べ
、
峰
一
郎
は

そ
の
祝
辞
の
最
後
に
、
自
分
は「
新
し
き
第
二

の
生
活
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
椿
吉
自
身
も
大
病
を
患
い
、
そ
の

病
が
全
快
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
新
聞
記
事

を
読
ん
だ
峰
一
郎
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に

「
第
二
番
の
生
活
の
一
頁
を
為
す
に
違
ひ
な
い
」

と
、
真
情
あ
ふ
れ
る
言
葉
で
結
ん
で
い
ま
す
。

椿
吉
の
弟「
彌
十
」と

安
達
峰
一
郎
と
は
竹
馬
の
友

峰
一
郎
は
椿
吉
を
、

同
郷
の
偉
大
な
博
士
と
し
て
尊
敬

❶大正4年改築が完了した東京顕微鏡院
新院舎（神田小川町）。翌年の大正5年
に、創立25周年兼改築落成記念会が開
催され、安達峰一郎が祝辞を述べました。
❷椿吉の父、元長の喜寿、母ひさの古稀
の祝賀記念の写真。上段中央が椿吉、上
段左が彌十。
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や
じ
ゅ
う
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